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二次候補地の選定結果 

1. 選定フロー 
選定フローは以下のとおりである。これまでの日向東臼杵広域連合次期広域最終処分場用地選定検討

委員会では二次候補地の選定における評価項目と評価方法の設定までを行った。 

 

 

  

④三次候補地の選定
　文献資料に基づく地形・地質及び現地踏査、概略施設配置検
討等に基づく搬入道路、土地利用状況等から候補地を評価し、
三次候補地を選定する。
（１）広域地形・地質の整理
（２）現地踏査による二次候補地の現況の確認
（３）概略施設配置図の作成

⑤総合評価【最終候補地のランク付け】
　施設配置構想を作成し、総合評価及び地元の反応を踏まえて
最終候補地を選定する。
（1）施設配置構想の作成
（２）概算工事費の算出
（３）評価によるランク付け

①除外地域の設定
　土地利用計画、自然環境、歴史・文化財保護の観点から次期
最終処分場の建設が好ましくない区域を除外条件とする。
（１）法規制等の整理
（２）除外地域の設定

②一次候補地の抽出
　次期最終処分場の建設に必要な面積の確保や造成しやすい
地形であるか地形図上で判定可能な条件から一次候補地を抽
出する。

③二次候補地の選定
　第1段階における除外条件以外の地理条件や防災条件やアク
セス面等について地形図上から候補地を評価し、二次候補地を
選定する。
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二次選定の範囲 
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2. 二次候補地の選定結果 
 立地特性、自然環境、社会・生活環境、防災を考慮した客観的評価による検討を行い、二次選

定として『二次候補地』を選定する。 

 選定にあたっては、二次候補地選定の評価方法に基づき、各項目の◎を 3点、○を 2点、△を

1点として評価を行う。 

 評価基準に基づいて点数を付け、点数を合計した結果ならびに協議会の審議結果を踏まえ、一

次候補地 34箇所から表 1に示す 12箇所の候補地を二次候補地として選定した。 
 

表 1 二次候補地（案） 

候補地 位置 

③ 門川町大字門川尾末 
⑨ 門川町大字川内 
⑪ 美郷町西郷田代 
⑫ 美郷町西郷田代 
⑰ 美郷町西郷田代 
⑱ 美郷町西郷田代 
⑳ 美郷町西郷田代 
㉒ 美郷町西郷立石 
㉔ 美郷町南郷水清谷 
㉕ 美郷町南郷水清谷 
㉖ 美郷町南郷水清谷 
㉝ 諸塚村大字家代 

 


